木曽広域連合
軽度者に対する福祉用具貸与費の例外給付に関する取扱い要領

（趣旨）

第１条　　要介護状態区分が要介護１である者に対して「厚生労働大臣が定める福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与に係る福祉用具の種目」（平成11年厚生省告示第93号）第１項に規定する車いす、同告示第２項に規定する車いす付属品、同告示第３項に規定する特殊寝台、同告示第４項に規定する特殊寝台付属品、同告示第５項に規定する床ずれ防止用具、同告示第６項に規定する体位変換器、同告示第11項に規定する認知症老人徘徊感知機器、同告示第12項に規定する移動用リフトに係る指定福祉用具貸与を行った場合、及び要介護状態区分が要介護１、要介護２、又は要介護３である者に対して同告示第13号に規定する自動排泄処理装置に係る指定福祉用具貸与を行った場合は、「福祉用具貸与費は算定しない。ただし、別に厚生労働大臣が定める者に対する場合については、この限りでない」（「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準」(平成12年２月10日厚生省告示第19号)）とされている。この要領では、木曽広域連合の指定する居宅介護支援事業所に所属する介護支援専門員が、これらの軽度者に対する福祉用具貸与を居宅サービス計画に位置付けるにあたり、その取扱いを定めるものとする。
（別に厚生労働大臣が定める者）

第２条　　前条における「別に厚生労働大臣が定める者」については、「厚生労働大臣が定める基準に適合する利用者等」（平成27年３月23日厚生労働省告示第94号）第31号イに定めのあるとおりとする。
（算定の可否の判断）

第３条　　前条に該当する軽度者に対する福祉用具貸与費算定の可否の判断については、「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（訪問通所サービス、居宅療養管理指導及び福祉用具貸与に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」（平成12年３月１日老企第36号）第２の９（２）に定めのあるとおりとする。
（木曽広域連合への報告及び申請）

第４条　　解釈通知老企第36号第２の９（２）①ア及びイに基づき軽度者に対する福祉用具貸与を必要と判断した場合、介護支援専門員は「軽度者に対する福祉用具貸与費の例外給付に係る報告書（別紙様式１）」を地域包括支援センターに提出するものとする。

２　　前項における報告が解釈通知老企第36号第２の９（２）①イに基づくものである場合、報告書には主治の医師から得た情報の記録及び介護サービス担当者会議による客観的判断に伴う会議内容を添付するものとする。
３　　解釈通知老企第36号第２の９（２）①ウに基づき軽度者に対する福祉用具貸与の可否の判断を保険者に求める場合、介護支援専門員は「軽度者に対する福祉用具貸与費の例外給付に係る申請書（別紙様式２）」を地域包括支援センターに提出するものとする。この申請書には利用者の状態像に関する医師の医学的所見の記録及び介護サービス担当者会議による客観的判断に伴う会議内容を添付するものとする。
（報告及び申請への対応）
第５条　　前条第１項における報告書が提出された際に、介護支援専門員が望む場合は、木曽広域連合より当該判断に異論が無い旨の通知を居宅介護支援事業所へ送付する。
２　　前条第３項における申請書が提出された場合には、木曽広域連合より申請書を提出した居宅介護支援事業所に認定通知書を送付する。
３　　前２項の通知の有効期間は、当該利用者の要介護認定の有効期間と同様とする。
附　則

この要領は、令和３年４月１日から施行する。
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